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論

一
卷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

宰

　

純

著

附

録

一
卷

　

　

　

　

　

　

、

　

此

書

は
、唐

虞

三

代

よ
り

、漢

魏

六

朝
、唐

宋

以

下

歴

代

の
詩

の

洛

革

を

敍

述

す

と

雖
、著

作

の

本

旨

は
、明

詩

の

唐

詩

と

似

て

非

な

る

所

以

を

論

じ
、特

に

李

于

鱗

を

批

評

す

る

を

以

て

主

眼

と

せ
り

、故

に

明

詩

の

徒

に

唐

人

の

口

吻

を

學

び
、饒

釘

綴
緝

し

て

章

を

成

し
、宛

然

剪

綵

の

花

の

燦

爛

と
し

て

人

目

を

照

ら

す

と

雖
、然

も

些

の

生

氣

な

き

を

論

じ
、中

に

就

い

て
李

于

鱗

は

最

も

此

病

に

中

れ

る

を

詳

述

せ
り

。　

附

録

は
、徂

徠

の
編

す

る

所

の
「唐

後

詩
」に

載

せ

た

る

于

鱗

の
詩

を

掲

げ

て
、其

の

紕

繆

を

摘

發

せ
り

。

著

者

太

宰

春

臺

の

小

傳

は
、本

叢

書

第

三
卷
「斥

非
」

の

解

題

に

見

ゆ
。

踊

解

題

一
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詩

論

太

宰
　

純

著

夫

詩

何

爲

者

也
、詩

出
昌於

思
一者

也
、入

不
v能
レ無
v思
、

既

有
v思
、則

必

發
二於

言
ハ既

有
v言
、則

言

之

所
v不
v能
γ

盡

、必

不
v能
v不
静詠

歌

紳

吟

以

舒
昌其

壹

鬱
鞘故

古

者

謂

之̀

歌

詩

ハ言
"可
v歌

也
、揚

子

雲

日
、言

心

聲

也
、詩

者
、言

之

條

暢

者

也
、
一
日
、詩

志

之

所
v之

也
、人

苟

有
レ志
、詩

以

發
v之

、古

人

燕

饗

賦
v詩

、皆

所
呂以

言

其̀

志
一也
、故

趙

文

子

日
、詩

以

言
〆志
、此

之

謂

也

昔

在

堯

之

時
、康

衢

撃

壤

之

歌
、作
二於

民

間
↓在
二舜

之

時

一

慶

雲

之

歌
、作
二於

朝

廷
「此

等

雖

v不
レ載
昌於

六

經
嚇可
v

謂
二歌

詩

之

始
一也
、元

首

股

肱

之

歌
、君

臣

相

戒

之

蜥
　

詩

也
、五

子

之

歌
、兄

弟

之

怨

詩

也
、此

等

載
昌於

荷

詩

論

」

夫

ズ
詩
は
何
爲
る
者
そ
や
、詩
は
思
に
出
つ
る
者

な

り
、入
は
思

な
き

こ
と
能
は
す
、既
に
思
あ
れ
ば
.則
ち
必
す

言
に
發
す
、既
に

言
あ
れ
ば
.則
ち
言
の
盡
す
能
は
ざ
る
所
は
、必
ら
す

詠
歌
呻
嘘

し
て

以
て
其
登
鬱
を
舒
べ
ざ
る
能
は
す
.故
に
古
.之
を
歌
詩
と

謂
ふ
、歌

ふ
可
き
ケ
言
ふ
な
り
、揚
子
廳
云
の

曰
く
、言
は
心
聲
な
り
、

詩
は
言
の
條
暢
す
る

者
な
り
と
.
一
に

曰

く
、詩
は
志
の
之
く
所

な
り
.人
苟
も
志

あ
れ
ば

詩
以
て
之
を
發
す
、古
人
の
燕
饗
に
詩

を
賦
す
る
は
皆
な
其
志
を
言
ふ
所
以
な
り
.故
に
趙
文
子
曰
く
.詩

は
以
て
志
を
冒
ふ
と
、此
を
之
謂
な
り
、昔

在

堯
の
時
に
、康
衢
撃

壌
の
歌
民
聞
に
作
ら
る
、舜
の
時
に
在
り

て
慶
雲
の
歌
朝
廷
に
作

る
、
此
等
は
六
經
に
載
せ
す
と
雖
、歌
詩

の
始
と
謂
ふ
べ
し
、元
首

股
肱
の
歌
は
君
臣
相
戒
む
る
の
詩
な
り
、五
子
の
歌
は
兄
弟
の
怨

詩
な
り
、此
等
は
爾
書
に
載

せ
、明
ら
か
に
來
世
に
示
す
、其
聲
調

は
直
に
二
雅
と
風
を
同
う
す
、三

百
篇

己
に
此
に
胚
胎
せ
り
、殷

人
の
詩
は
未
だ
聞
か
す
、唯
だ

商
頌

五
篇
周
詩
の
末
に
附
し
、僅

に
其
遣
響
を
存
す
と

云
ふ
、文

王
拘
幽
、殷
季
に
作
り
.箕
子
の
麥

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
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日

本
噂詩

話

叢

書

書

「明

示
昌來

世
↓其

聲

調

直

與
し
↓
雅
一同
v風
、三

百

篇

已

胚
胎

於

此
一矣
、殷

人

之

詩

未
v聞
、唯

商

頌

五

篇
、

附
昌於

周

詩

之
一末
門僅

存
昌其

遺

響

一云
、文

王

拘

幽
、作
昌

於

殷

季
n箕

子

麥

秀
、夷

齊

采

薇
、竝

作
昌於

周

初
↓此

等

雖
レ不
v列
昌於

三

百

篇

「然

皆

風

雅

之

正

調

也
、至
`

於

四

詩

三

百

篇
h則

太

史

采
昌陳

於

前
嚇仲

尼

刪
昌定

於

後

ハ天

下

之

詩
、蔑

工以

加
ツ焉
、其

辭

温

厚

而

不
ノ慢

、

質

實

而

不
レ俚
、方
ド正

而

不
v角
、的

切

而

不
v刻
、紆

餘

而

不
向

、委

曲

而

丕

瑣
、華

麗

而

不
v淨
、儉

素

而

不
v

陋
、美

而

不
v諂
、刺

而

不
γ隱
、怨

而

不
γ怒
、愛

而

不
レ私
、

其

義

極
昌乎

天

下

之

中

正
ハ故

古

人

以

爲
義

之

府
嚇

是

以

燕

飮

賦
v之
、論

説

引
v之
、皆

所
呂以

逹
昌其

志
一也
、

周

人

之

詩

、可
v謂
v盛

矣

、然

自
昌文

武
耄

昌孔

子

之

時
∩

五

首

有

餘

年
、而

其

所
昌刪

定
馳詩
、僅

三

百

餘

篇
、不
v

二

秀
、
夷
齊
の
架
薇
は
竝
に

周
初
に
作
る
、此
等
は
三
百
篇
に
列
せ

す
と
錐
、然

れ
と
も
皆
風
雅
の
正
調
な
り
、四
詩

三

百
篇
に
至
り

て
は
、則
ち
太
史
前
に
采
陳
し
、仲
尼
後
に
鯏

定
す
.天
F
の
詩
以

て
加
ふ
る
蔑
し
、其
辭
温
厚
に
し
て
慢
な

ら
す
、質

實

に

し
て
俚

な
ら
す
、方
正
に
し
て
角
な
ら
す
、的
切
に
し
て
刻
な
ら
す
,
紆

餘

に
し
て
囘
な
ら
す
、委
曲
に
し
て
瑣

な

ら
す
、華
麗
に
し
て
淨
な

ら
す
、儉
素
に
し
て
陋
な
ら
す
、美
に
し
て
譌

は

す
、刺
り
て
隱
さ

す
、怨

ん
で
怒
ら
す
、愛
し
て
私
せ
す
、其
義
天
下
の
中
正
を
極
む
、

故
に
古
人
以

て

義

の

府
と
爲
せ
り
、是
を
以
て
燕
飮
に
之
を
賦

し
、論
説
に
之
を
引
く
、皆
其

志
を
達
す

る
所
以
な
り
、周
人
の
詩

は
盛
と
い
ふ
べ
し
、然
れ
ど
も
文
武
よ
り
孔
子
の
時
に
至
る
ま
で

五
百
有
餘
年
、而
し
て
其
捌
定
す
る
所
の
詩
は
僅
に
三
百
篇
な
り

多
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
す
、其

作

者

ケ
問

へ
ば

則
ち
周
公
よ
り
の

外
は
、家
父
.吉
甫
.孟
子
の
等
作
る
所
の

詩
中
に
於
て
、自
か
ら
其

名
を
稱
す
、明

白

な

る
と
甚
だ
し
、其

他
は
序
家
唯
だ
某
人
の
作

と
言
ひ
て
其
姓
名
を
詳
に
せ
す
、大
抵

王
國
の
公
卿
大
夫
士
庶
人

の
作
な
り
、國
風
に
至
り
て
は
則
ち
里

巷

男

女
の
詩
に
し
て
、諸

侯
夫
人
士
大
夫
の
作
も
亦
こ
れ
有
り
、序
家
も
亦
其
人
を
詳
に
せ

ざ
る
多
し
と
云
ふ
、大
凡
古
人
の
詩
を
作
る
は
皆
必
ら
す
不
夲
の

思
あ
り
て
、然

る
後
に

之
を
詠
歌
に
發

す
、已
む
乙

能

は
ざ
る
者
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可
〆謂
レ多

矣
、問
二其

作

者
ハ則

自
昌周

公
一之

外

、家

父
・吉

甫

孟

子

Z
等
、於
所

〆作

詩

中
↓自

稱
其

名
h明
,自

甚

矣
、其

他

序

家

唯

言
昌某

人

作
↓而

不
レ詳

■
へ
姓

名
↓大
.

抵

王
國

公

卿

大

夫

士

庶

人

之

作

也
、享

於

國

風

則

多
里

巷

男

女

之

詩
ハ而
諸

侯

夫
人

士

大

夫

之

作

亦

有
7之
、序

家

亦

多
v不
v詳

丑
ハ
ム

云
、大

凡

古

人

作
v詩
、皆

必

有

木

卒

之

思
↓然

後

發
二之

詠

歌
「不
v能
v

巳

者

也
、否

則

弗
レ作
、是

以

古

時

作

者

不
レ多
、而

一

人

不
レ過

終̀

身

一
二

饕

而

已
、其

餘

詩

人

之

名

無
v

聞
、此

古

詩

之

所
苡

不
ツ多

也
、三

百

篇

之

外
、歌

詩

之

見
二於

傳

記
一者
、如
訳
口
士

鬻

狐

裘

歌
、宋

人

于

思

謳
、魯

人

狐

駘

誦
、鶴

鶲

謠
、鄭

人

子

産

誦
、馮

驩

長

鋏

歌
、齊

人

松

柏

歌
h此

等

皆

國

風

之

餘

響
、特

鸚
　

無
章

數
一耳
、逍
v至
殉

季
冖楚

人

屈

卆

始

作
楚

辭
日而

詩

論

な
り
、否
ら
ざ
れ
ば
則
ち
作
ら
す
、是
を
以
て
古
時
は
作
者
多
か
ら

す
、而
し
て

一
人
、
終
身

一
二
作
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
、其
餘
詩
人
の

名
は
聞
≦
と
無
し
、此

れ
古

詩

の
多
か
ら
ざ
る
所
以
な
り
、三
百

篇
の
外
に
、歌
詩
の
傳
記
に
見
は
る
ゝ
も
の
、晉
の
士
、蒲
の
狐
裘
の

歌
、宋
人
の
于
思
の
謳
、魯
人
の
狐
駘
の
誦
.鸚
鷁
の
謠
、鄭
人
の
子

産
の
誦
、馮
驩
の
長
鋏
の
歌
,齊
人
の
松
柏
の
歌
の
如

き
、此
等
は

皆
國
風
の
餘
響
に
し
て
特
り
章
數
な
き
の
み
、周
季
に
至
る
に
追

ん
で
、楚
人
屈
李
始
め
て
楚

辭
を
作
り
、
而
し
て

四
詩
の
體

一
變

せ
り
、北
ハ辭
重
複
冗
長
に
し
て
稍
,入
を
し
て
厭
は
し
む
、後
.叉

一

變
し
て
賦
と
爲
り
,其

辭
…
は
專
ら
夸
大
を
極
め
、多
言
繁
縟
、虚
語

文
飾
、之
を
讀
ば
入
を
し
て
奢
汰
淫
洪
の
心
を
生
ぜ
し
む
、實
に
文

章
の

一
大
厄
な
り
.荊
朝
、易
水
の

歌
、項
朋
隈
下
の
歌
、漢
高
組
大

風
の
歌
、戚
夫
入
黄
鵠
の
歌
.此
等
信
辭

た
る
と

短
簡
に
し
て
。調

は
風
推
に
近
し
、亦
唯
だ
章
數
な
き
の
み
.武

帝

の
秋
風
の
辭
は
、

則
ち
楚
辭
の
體
に
し
て
古
詩
の
調
に
非
ざ
る
な
り
、漢
人
は
賦
に

長
じ
て
詩
に
短
な
り
、郊
祀
鐃
歌
、安
世
が
房

中

の
歌
は
、皆
四
詩

の
體
に
異
な
り
.唯
だ
韋
孟

か
諷
諌
は
二
雅
に
效
ひ
て
少
し
く
其

體
を
變
す
、蘇
李
二
卿
が
五
言
の
制
は
風
雅
を

一
變

し

て
,後

世

詩
家
の
組
と
爲
る
、班
姫
か
團

扇
の
歌

は
、始
め
て
其
體

に
效

ふ
,

他
は
多
く
聞
か
ざ
る
の
み
、東
漢
人
も
亦

詩

を

作
ら
す
、唯
だ
張

三
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日

本
詩

話

叢

書

四

詩

之

體

一
變

矣
、其

辭

重

複

冗

長
、稍

使

人̀

厭
h

後

又

一
變

爲
v賦
、其

辭

專

務
二夸

大
「多

言

繁

縟
、虚

語

文

飾
、讀
レ之

使
三人

生
二奢

汰

淫

洪

之

心
嚇實

丈

章

之

一
大

厄

也
、荊

軻

易

水

歌
、項

朋

骸

下

歌
、漢

高

祀

大

風

歌
、戚

夫

人

黄

鵠

歌
、此

等

爲
v辭

短

簡
、調

近
昌風

雅
嚇亦

唯

無
二章

數
一而

已
、武

帝

秋

風

辭
、則

楚

辭

之

體
、非
昌古

詩

之

調
也

、漢

人

長

於

賦
ハ短
於

詩
ハ

郊

祀

鐃

歌
、安

世

房

中

歌
、皆

異
昌於

四

詩

之

體
ハ唯

韋

孟

諷

諌
、效
昌
二

雅
一而

小

變

其̀

體
『蘇

李

二

卿

五

言

之

制
、
『
變

風

雅
嚇而

爲
昌後

世

詩

家

之

租
h班

姫

團

勗

歌
、始

效
昌其

體
嚇他

不
る

聞
一耳
、東

漢

人

亦

不
レ

作
v詩
、唯

張

蔕

子

四

愁
、七

言

之

制
、始

構
昌新

辭
嚇前

無
舌

人
n遣
v至
昌建

安

中
ハ曹

孟

徳
・子

桓
・子

建
、父

子

三

人

皆

好
v詩
、
一
時

應

捌

諸

子

輩

起
、贈

答

唱

和

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

李
子
が
四

愁
、
七
言
の
制
、始
め
て
新

辭

を
構
ふ
、前
に
古
人
無

し
、建
安
中
に
至
る
に
追
ん
で
、曹
孟
徳
・子
桓
・子
建
の
父
子
三
人

は
皆
詩
を
好
み
、
一
時
應
劉
諸
子
輩
起
し
て
膾
答
唱
和
す
、
公
燕

從
軍
、人
各
塗
作
あ
の
、五
言
最
も
=多

く
、四
言
之
に
次
ぐ
。
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〔嬲

公

燕

從

軍
、人

各

有
レ作
、五

言

最

多
、四

言

次
v之
、三

代

之

後

詩

盛
、是

時

爲
γ始

也
、自
v是

厥

後
、天

下

分

而

爲
昌三

國
嚇爲
南

北

兩

朝
嚇南

朝

詩

盛
、甚
於

建

安

中
謹
ハ
詩

一
人

常

數

百

篇
、
一
篇

常

數

百

言
、其

風

興
レ世

變

移
、自
V質

之
V文
、自
V厚

之
V薄
、自
二偉

壯
一之
5纖

媚
n自
二宏

麗
一之
二猥

瑣
h降

至
昌陳

隋
ハ萎

爾

不
v振
、唐

人

始
曜制

律̀

體
h詩

盛

度
誤越

前

代
ハ至
昌於

以
レ詩

取
7士
、近

體

之

制
、後

世

取

則

焉
、體

雖
v異
昌於

四

詩
「然

風

雅

之

致
、宛

然

可
v觀

矣
、然

一
代

之

詩

亦

有

盛

襄
h識

者

取
其

盛

者

而

用
レ之

云
、宋

則

詩

衰

甚
、人

皆

學
V

唐

而

不
V得
V唐
、義

理

之

學

害
V之

也
、元

人

之

詩

如
二

宋

入
ハ而

時

有
昌佳

焉

者
ハ極

而

變

之

漸

也
、明

則

詩

盛
、雖
昌唐

不
フ及
、國

初

即

有

詩

人
一輩

出
↓劉

伯

温
・高

季

逍
、乃

其

先

進

鉅
"匠

也
、其

後

李

獻

吉
・何

仲

默

　
　
　
　

詩

論

三
代
の
後
に
、詩
の
盛
な
る
は
此
時
を
始
と
爲
す
.是

よ

り
厥
の

後
に
、天
下
分
れ
て
三
國
と
な
り
、南
北
兩
朝
≠

な

る
、南
朝
の
詩

の
盛
な
る
}と
、建
安
中
よ
り
も
甚

し
、其
詩

一
人
常
に
數
百
篇
、
一

篇
は
常
に
數
百
言
な
り
、其
風
は
世
と

變

移

し
、質
よ
り
文
に
之

き
.厚
よ
り
薄
に
之
き
.偉
壯
よ
り
繊
媚
に
之
き
、宏

麗

よ
り
猥
瑣

に
之
く
.降
つ
て
陳
隋
に
至
り
萎
爾

と

し

て

振
は
す
、唐
人
始
め

て
律
體
を
制
す
、詩
の
盛
な
〃、9
こ
と
前
代
に
度

越

せ
り
、詩
を
以

て
士
を
取
る
に
至
る
、近
體
の
制
は
後
世
取
て
則

と

せ
り
.體
は

四
詩
に
異
な
り
と
雖
も
、然
も
風
雅

の
致
は
宛
然
と
し
て
觀
る
べ

し
、然
し
で

一
代
の
詩
も
亦
盛

衰

あ

り
、識
者
は
其
盛
な
る
者
を

取
て
之
を
用
ふ
と
云
ふ
、宋
は
則
ち
詩

の
衰
ふ

る

こ

と
甚
だ
し
、

人
は
皆
唐
を
學
び
て
唐
を
得
す
、義

理
'の
學

之
を
害
す
れ
ば
な

り
.元
人
の
詩
は
宋
人
の
如

く

に

し
て
時
に
佳
な
る
も
の
あ
り
、

極
り
て
變
す
る
の
漸
な
り
、明

は

則

ち

詩
の
盛
な
る
こ
と
唐
に

及
ぼ
ぷ
と
雖
も
、國
初

、即
詩
人
の
輩

出

す

る

こ

と
あ
り
,劉
伯

湿
、高
季
迫
は
乃
ち
其
先
進
の
鉅
匠

な
り
、其
後
ち

李
獻

吉
、何
仲

默
始
め
て
復
古
を
侶

へ
て
、文
章
の
道
大
に
振

へ
り
。

五



…一…一

準生

　

　

　

日

本

詩

話

叢

書

始

娼
二復

古
↓支

‡

之

道

大

振
、其

於
"詩

也
、自
二古

風

樂

府
以

至
昌唐

詩

↓莫
v不
墓

擬

「皆

至
二其

妙
訟
氾
二於

李

于

鱗
・王

元

美

者

出
ハ愈

盆

研

精

、殆

無
昌遺

憾
コ

時

徐

子

輿

奥

明

卿

之

屬
、爲
レ之

推

轂
、明

詩

至
v是

大

振
二於

千

古
「可
v謂
v盛

矣

、然

余

嘗

觀
二三

代

之

入
ハ不
ソ

作
v詩

也
、其

有
レ作
v詩

者

、皆

有
レ思

者

也
、無

v思

不
v作
、

故

孔

子

一
生

不
レ作

誹

、唯

其

去
"魯

而

歌

、見

於

家

語
ハ臨
v河

而

歌
、見
一一於

孔

叢

子
ハ是

一
時

戚

慨

之

發

耳
、七

十

二

子
、未
V聞
二有
V作
V詩

者
「蓋

無

V
思

也

、
兩

蝋
漢

汰

亦

不
、作
、詩

燦

其

有
.作

煮

幕

李

枚
.氏

之

塵

　

僅

僅

可
v數

耳
、自
二曹

氏

父

子

好

作

7詩
、乃

不
v待
〆有
v

　

思

而

作
、魏

晉

以

後
、人

多

效

曹̀

氏

所
v爲

、所
二以

其

　

詩

甚

多
一也
、唐

人

作
〆詩

之

多

者
、莫
〆如
轟杜

子

美
ハ次

　

則

臼

樂

天
、是

已
、然

子

美

好
ジ紀

昌
時

事
「所
"以

有
'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

六

其
詩
に
於
け
る
や
、古

風
・樂

府

よ
り
以
て
庸
詩
に
至
る
ま
で
墓

擬
せ
ざ
る
な
し
、皆
其
妙
に
至
る
、李

于

鱗
、王
元
美
と
い
ふ
者
出

つ
る
に
追
ん
で
、愈
莖盆
ー
研

精
し
て
,殆

ん
ど
潰
憾
な
し
、
一
時
徐

・
子
輿
.駄
萌

卿
の
觸
、之
が
爲
め
に
推
轂
し
、明
詩

是
に
至
り
て
大

に
千
古
に
振

へ
り
、盛
な
6
・と
認

ふ
べ

し
,然
も
余
嘗
て
三
代
の

人
を
觀
る
に
詩
を
作
ら
ざ
る
な
令
、其
詩
を
作
る
有
る
者
は
皆
思

ひ
あ
る
者

な

り
、思
ひ
無
け
れ
ば
作
ら
す
、故
に
孔
チ
は

一
生
、詩

　

　

り

を
作
ら
す
、唯

だ

北
ハ
魯
を
去
て
歌
ひ
し
は
家
語
に
見
え
,河
に
臨

み
て
歌
ひ
し
は
孔
叢
子

に

見

ゆ
、是
れ

一
時

感
慨
の
發
す
る
の

み
、七
十
二
子
は
未
だ
詩
を
作
る
者

有

る
を
陶
か
す
、蓋
し
思
ひ

無
け
れ
ば
な
り
、兩
漢
人
も
亦
た
詩
を
作
ら
ざ
る
な

り
、其
の
作

る
有
る
は
蘇
李
枚
氏
の
聡
僅
々
數
ふ
べ
き
の
み
、曹
氏
父
子
の
好

ん
で
詩
を
作
り
し

自

り
、乃
ち
患
ぴ
あ
る
を
待
た
㌻
し
て
作
る
。

魏
晉
以
後
は
人
多
く
曹
氏
の
爲
す
所
に
效
ふ
、其

の
詩

甚

だ
多

き
所
以
な
り
訣尉
入
の
詩
を
作
る
の
多
き
は
杜
子
美
に
如

く

者

莫
し
、次
は
則
ち
白

樂

天
是
れ
の
み
、然

れ
ど
も
子
美
は
時
事
を

紀
す
る
こ
と
を
好
む
、詩

史

の

稱
あ
る
所
以
な
り
、樂
天
も
亦
た

時
事
を
紀
す
ろ
こ
と
を
好
む
、而
も
子
美

の
稚
馴

に
及
ぼ
す
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

`



4

詩

史

之

稱
一也
、樂

天

亦

好
v紀

昌
時

事

ハ而

不
ヒ
及
二子

美

之

雅

馴

徒

以
一一常

語
一矢
v
口

爲
γ詩

而

已
、雖

多

至
`

ん

千

首

萬

首
嚇亦

何

足
γ觀

哉
、唯

長

恨

琵

琶

二

歌

行
、

心…蜘…
較

佳

而

已
、子

美

雖
v稱

詩

聖

然

終

於

此
茸

、
一
生

更

無

他̀

事

業
↓則

亦

獪
二
二

王

之

終

身

於
v書
、顧

長

康

之

絡

身

於
ツ畫

、不
v免
v爲
蕊曲

士
h何

望

不̀

器

之

君

子
一乎

、他

自

季

亘

山
・韋

延

休
・蘇

廷

碩

・張

道

濟

之

　
麌

雖

寅

於

著

作
h然

其

詩

則

不
v多
・李

太

自

王

摩

…
詰

雖
レ有
都詩

名
肉然

其

作

不
V侵
二子

美

之

多
亘

唐

人

之

詩

、多

漫

興

無

レ題
、因
V事

而

發
、所
嵩以

有
二鞫

然

之

妙

也

宋

元

則

不
V足
V論
、明

人

之

詩
、其

多

數
昌倍

唐

入
↓且

如
恵
ハレ人

贈

答

ハ唐

人

不
v過
昌
一
二

首

↓捌

人

多

至
二十

餘

首

「寡

亦

不
v下
二數

首

「言

審

而

意

不
v給
、故

螂
　

多

用
v事

填

塞
、撫
二唐

人

戒

語
ハ而

綴

績

以

成
ソ章
、其

詩

論

徒
に
常
語
を
以
て
口
に
矢
つ
て
詩
と
爲
す

の
み
、多
き
こ
と
千
首

萬
首
に
至
る
と
雖
も
,亦
何
ぞ
觀
る
に
足

ら

ん
や
、唯
だ
長
恨
、琵

琶
の
二
歌
行
は
較
3
佳

な
る
の
み
、子
美
は
詩
聖
と
稱
す
と
雖
も
,

然
も
枇
に
終

る
の

み
、
一
生
更
に
他
の
事
業
な
し
、則
ち
亦
た
獪

ほ
二
王
の
終
身
書

に
於
け
る
、顧
長
康
の
終
身
書
に
於
け
る
が
ご

と
し
」曲

士
た
る
を
免
れ
す
、
何
ぞ
不

器

の
君
チ
を

望
ま
ん
や
.

他
、李

互

山
、
韋
延
休
、蘇
廷
碩
、張
道
濟
の
屬
よ

り
、著
作
に
富
む

と
雖
も
.然
も
其
の
詩
は
則
ち
多
か

ら

す
、李
太
白
、王
摩
詰
は
詩

名
あ
り
と
雖
も
、然

も

其

の
作
は
子
美
の
多
き
に
及
ば
す
、且
つ

唐
人
の
詩
は
,多
く
は
漫
興
に
し

て
題
無
し
、
事
に
因
て
發
す
、自

然
の
妙
あ
る
所
蹴
な
り
、宋

元

は
則
ち
論
す
る
に
足
ら
す
、明
人

の
詩
は
其
の
多
き
こ
と
唐
人
に
數
倍
す
.且
つ
人
と
膾

答

す

る

が
如
き
は
、
唐
人
は

一
二
首
に
過
ぎ
す
、明
人
は
多
き
は
十

餘

首

に
至
り
,募
き
も
數
首
に
ト
ら
す
、言
盡
き

て
意
給

せ
す
、故
に
多

く
事
を
用
ひ
て
嗔
塞
す
、唐
人
の
成

語

を

菰
て
、而
し
て
綴
緝
し

て
、以
て
章
を
成
す
、其
の
巧
は
釘
饐
に
在
り
、篇

章
多
し
と
雖

も
、

復
た
異
味
な
し
、李
鱗
于
は
最
も
此
の
患
有
の
。

七
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日

本

詩

話

叢

書

蹴
　

巧

在
二釘

觴
h篇

雖
v多
、無
二復

異

味
ハ李

于

鱗

最

有
庇

4

患
h王

元

美

日
、三

首

而

外
、不
v耐
雷

同
ハ誠

哉
、余

嘗

謂

盛

唐

詩
、如

上̀

林

宜

春

苑
網中

花
ハ異

種

貴

品
、燦

爛

照
v眼
、中

膚

詩
、卯

富

人

名

園

花
躍

v不
レ及
ゴ上

林

宜

春

↓亦

各

有

昌奇

觀
ハ晩

唐

詩

、如
二野

荳
・
花
ハ雖
v不
ソ足
v

悦
v目
、獪

有

自̀

然

采

色
↓此

皆

天

造
、不
γ假

入

工
"也
、

明

詩

如
}剪

綵

之

花
「雖
ご亦

燦

爛

照
ワ眼
、然

無

生̀

色
吋

人

工

所

〆
成

也
、此

豈

丕

然

乎
、凡

唐

詩
、
工

拙

皆

　

　
　
　
　
　
　

O

有

昌生

色
ハ出
昌乎

自

然
繭也
、明

詩

則

不
v然
、強

作

也
、夫

周

人

有

v事

賦
"詩

者
、歌

三̀

百

篇

詩

一也
、未
v有

二臨
v事

新

作

者
ハ魏

晉

以

後

之

人
、有
γ事

則

作
、異
"於

古

ム

也

、古

者

造

士

進

士

必

於
γ學
、唐

以
ソ詩

取
v士
、異
昌於

古

人
一也
、唐

人

雖

有̀
〆事

則

作
「獪

未
昌多

作
肉明

人

則

務

二多

作
門叉

異

於̀

唐

人
"也
、子

美

雖
「好
v詩
、未
呂始

擬
`

八

王
元
美
の
曰
く
、三
首

而
外
は
雷
同
に
耐
え
す
と
、誠
な
る
か
な
、

余
嘗
て

謂
ふ
.
盛
唐
の
詩
は

上
林
宜
春
苑
中

ω
花
の
如
し
、異
種

貴
品
燦
爛
と
し
て
眼
を
照
す
、中
唐
の
詩
は
富
入
名
園
の
花
の
如

も
、上
林
宜
春
に
及
ば

す

と

雖
も
。
亦
た
各
,
奇
觀
あ
り
、晩
唐
の

詩
は
野
草
の
花
の
如
し
、目
を
悦
ば
す
に

足
ら

す
と
雖
も
、獪
ほ

自
然
の
采
色
あ
り
、此
れ
皆
な
天
造
に
し
て
入
工
を
假
ら
ざ
れ
ば

な
り
,明
詩
は
剪
綵
の
花

の
如

し
、亦
た
燦
爛
と
し
て
眼
を
照
ら

す
と
雖
も
、然
も
生
色
な
し
、人

工

の
戌
す
所
な
れ
ば
な
り
、此
れ

豈
に
然
ら
す

や
、凡

そ

麿

詩
は
工
拙
皆
な
生
色
あ
り
、自
然
に
出

つ
れ
ば
な
り
、明
詩
は
然

ら

す
、強
い
て
作
れ
ば
な
り
、夫
れ
周
人

事
あ
り
て
詩
を
賦
す
る
と
き
は
三
百
篇
の
詩
を
歌

ふ
、未
た
事
に

臨
ん
て
新
に
作
る
者
あ
ら
す
、魏
晉
以
後
の
人
は
事
あ
れ
ば
則
ち

作
る
、古
人
に
異
る
な
り
」古
は
造
士
、進

士

は
必
ら
す
學
に
於
て

す
、唐
は
詩
を
以
て
士
を
取
る
、古
人
に

異
る
な

り
、唐
人
は
事
あ

れ
ば
則
ち
作
る
と
雖
も
、
獪
ほ
未
だ
多
作
せ
す
、明
人
は
則

ち
多

作
を
務
む
、叉
た
唐
人
に
異
な
り
、子
美

は
詩

を
好
む
と
雖
も
、未

だ
始
め
よ
り
古
樂
府
を
擬
作
せ
す
、獨

り

子

美
の
み
な
ら
す
、凡

そ
唐
人
多
く
は
然
り
。
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作

古

樂

府
h不
昌獨

子

美

h
凡

唐

人

多

然
、明

人

好

擬
昌作

古

樂

府
h夫

古

樂

府
、
不
レ可
昌擬

作
}者

也
、
且

如
澳

鐃

歌

郊

祀

歌
蓋
ハ
辭

不
v可
v讀
、其

義

不
v可
レ曉
、

何

以

擬

作

爲
、余

惟

擬
}作

古

樂

府
叫獪
v畫
二
鬼

紳
一

也
、其

肯

其

不
v肯
、誰

識

而

辨
v之
、假

令

其

省
、將

焉

用

v之
、叉

如

古̀

人

歌

レ詩

及

古

時

童

謠
凸皆

.當

時

因
ソ

事

而

作

者

也
、試

使
下其

人

過
昌其

時
一無
其

事
一而
、復

作
飼

不
v能

矣
、而

千

載

之

下
、如
乏

何

其

可
レ擬
作

吶

之
一乎
、徒

取
二其

言

之

似

嚇而

墓
二其

韻

調
嚇忽
・見
v之

■則

肯
、奈
三其

無
二生

色
一何
、于

鱗

擬
昌作

古

樂

府
苡

下漢

營
昌、

新

豊
h而

鷄

犬

皆

識
甲其

生

家
幽喩
v之
、喩

則

似

矣
、然

,

鷄

犬

特

識
其

人
一耳
、如

無
二其

人
ハ則

何

有

於̀

其

寥

哉
、擬
作

古

樂

府
一而

無
昌生

色
n與
盤
グ
人
u之

室

何

以

異

哉
、余

故

日
、樂

府

古

詩

歌

謠

者
、不
〆若
v使
舌

人

詩

論

明
人
は
好
ん
で
古

樂

府

を

擬

作

す
、夫

れ
古
樂
府
は
擬
作
す

可
ら
ざ
る
も
の
な
O
、且
つ
漢
の
鐃
歌
郊
祀

ω
歌
の
如

き
、其

辭

讀
む
べ
か
ら
す
、其
の
義
曉
る
べ
か

ら

す
、何
を
以
て
擬
作
す
る

を
爲
さ
ん
、余
は
惟
ふ
古
樂
府
を
擬
作
す
る
は
獪
ほ
鬼
仰
を
叢
く

か
如
し
、其
の
省
る
と
省

ざ

る

と
は
誰
か
識
り
て
之
を
辨
ぜ
ん
、

假
令
其
省
た
る
も
賂
た
焉
く
に
之
・、2一用
ひ

ん
や
、叉
九
古
人
の
詩

を
歌
ひ
及
び
古
博
の
童
謠

の
如
き
,皆
な
當
時
事
に
因
て
作
る
者

な
り
、試
に
其
人
を
し
て
其
時
を
過
ぎ
、
其

事

無
く
し
て
復
九
作

ら
し
む
れ
ば
、則
ち
能
は
ざ
る
な
り
、而
る
に
千

載

の
下
に
,之
を

如
何
ぞ
其
れ
之
を
擬
作
す
べ
け
ん
や
、徒
ら

に
其
言
の
似
た
る
を

取
り
、而
し
て
其
韻
調
を
蟇
す
、
忽
ち
之
を
見
れ
ば
則
ち
省
た
る

も
、其
生
色
な
き
を
奈
何
せ
ん
.于
鱗

は
古
樂
府

を
擬
作
し
、漢
、新

豐
に
營
し
て
鷄
犬
皆
な
其
主
家
を
識
る
を
以
て
之
に
喩
ふ
、喩
は

則
ち
似
に
り
、然
れ
ど
も
鷄
犬
特
り
其

人

を

識
る
の
み
、如
し
其

人

無
く
ん
ば
.
則
ち
何
ぞ
其

家
を
有
と
せ
ん
や
、古
樂
府
を
擬
作

し
て
生
色
な
き
は
、人
な
き
の
室
と
何
を
以
て
異
な

ら

ん
や
、余

故
に
曰
く
樂
府
、古
詩
、歌
謠

は
、古
人
を
し
て
宇

宙

に
獨
歩
せ
し

む
る
に
若
か
す
、何
ぞ
心
力
を
勞
し
て
以

て

之

ケ
擬
せ
ん
や
と
、

九
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日

本
詩

話

叢

書

獨
一歩

於

宇

宙
荷

勞

心̀

力
一以

擬
v之

乎
、凡

擬

作

始
昌

於

晉

人
ハ而

盛

於̀

明
ハ此

亦

明

人

之

所
ロ苡

異
ホ於

唐

ム

也
、夫

詩

者

所
"以

言
ワ志

也
、其

本

出
昌於

思
門無
v思

何
作
、故

古

人

不
v作
v詩
馬魏

晉

以

後

人

多

作
v詩
、至
v

唐

滋

盛
、唐

術

未
呂甚

多
至

v明
剛極
二其

盛
「所
呂以

詩

多
昌

於

前

代
一也
、夫

至

言

不
〆在
ド多
、如
雷魯

哀

公

誄

孔̀

子
「

僅

數

言

耳
、哀
v死

之

情

浴
二於

辭
h晉

宋

人

作
レ誄
、見
昌

於

丈

泓歩
者
、毎

篇

數

百

言
、讀
v之

不
v見
昌其

哀
(明

人

之

作
昌哭

詩

輓

辭
嚇累

篇

不
v下
'十

餘

貢

否

瑚

長

篇

數

十

百

韻

如
下元

美

哭
二于

鱗

排

律

百

二

十

韻
ね冗

長

可
v厭
、而

無
三以

見
二其

哀
「詩

辭

至
v是
、豈

不
・傷
昌風

雅

之

實
一哉
、易

所
レ謂

踝

人

之

辭

多

者
、其

此

之

謂

乎
、夫

膺

一人
『太

自

子

美

皆

鋒
於

詩

人

明

人

于

鱗

元

美
、好

弄
麦

辭
ハ至
V死

不
レ倦
、于

鱗

五

十

七
、元

美

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

一
〇

凡
そ
擬
作
は
晉
入
に
始
り
て
明
に
盛
な
り
、此
も
亦
た
明
人
の
膚

人
に
異
な
る
所
以
な
り
、夫

れ
詩

は

志

を
言
ふ
所
以
な
り
、其
の

本
は
思
に
田
づ
、思
無
け
れ
ば
何
ぞ
作
ら
ん
、故

に
古

人
は
詩
を

作
ら
す
、魏
晉
以
後
は
人
多
く
詩
を
作
る
、唐
に
至
り
て
滋
、
盛
な

り
,駿
は
爾
ほ
未
だ
甚
だ
多
か

ら
す
、明
に
至
り
て
其
盛
を
極
む
,

詩
の
前
代
よ
り
多
き
所
以
な
り
、夫
れ
至

言

は

多
き
に
在
ら
す
、

魯

切
哀
公
の

孔
子
を
誄
す
る
が

如
き
,僅
か
に

數
言
の
み
、死
を

哀
む
の
情
は
辭
に
溢
ゐ
、晉
、宋
の
人
の

誄
を

作

る
、文
選
に
見
え

牝
る
者
は
.毎
篇
數
百
言
な
り
、之
を
讀

ん

で
其
の
哀
し
み
を
見

す
、明
人
の
哭
詩
、輓
辭
を
作
る
、累
篇
、十
餘
首
を
下
ら
す
、否
ら
ざ

れ
ば
則
ち
長
篇
數
十
百
韻
な
り
.元
美
が
于
鱗
を
哭
す
る
排
律
百

二
十
韻
の
如
き
、冗
長
厭

ふ
可
し
、而
し
て
以
て
其
の
哀
し
み
を
見

る
な
し
、詩
辭
も
是
に
至

つ
て
覺
に
風
雅
の
實
を
傷
ら
ざ
ら
ん
や
、

易
に
謂
は
ゆ

る
躁
人
の
辭
多
し

と
は
其

れ
此
を
之
れ
謂
か
,夫

の
唐
人
太
白
、
子
美
は
皆
な
詩
人
に
終
る
、
明
人
于
鱗
、元
美
は
好

ん
で
文
辭
を
弄
し
、死
に
至
る
ま
で
惓
ま
す
、于
鱗

は

五
十
七
、元

美
に
五
十
四
な
り
、終
身
書
を
讀
み
て
六
經
の
旨
を

曉

ら

す
聖

入
の
遒
を
知
ら
す
。

略
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五

十

四
、終

身

讀
v書

而

不
レ磽
二六

經

之

旨
嚇不
レ知

聖̀

人

之

遘
茗

爲

文̀

士
茸

、于

鱗

嘔

出

心

肝
一而

死
、元

美

卒

事
二淨

屠

於

小

祗

園

而

終

焉
、倶

無
昌功

業

之

足
v稱
於

世
ハ豈

不
v可
ノ憫

哉
、余

嘗

爲
ソ此

憤

懣

好

古

君

子
、崙
=}小

省
"焉
。

名
づ
け
て

文
士
と
爲
す
の
み
.于
鱗
は
心
肝
を
嘔

出

し
て
死
し
、

元
美
は
卒
に
浮
屠

に
小
祗
園
に
事
へ
て
終

る
、倶
に
功
業
の
世
に

稱
す
る
に
足
る
無
し
、豈
に
憫
む
可
か
ら
ざ

ら

ん

や
、余
嘗
て
此

が
爲
め
に
憤
懣

す
、好
古
の
君
子
、盍
ぞ
少
し
く
省
み
ざ
る
や
。

●

蛎

詩

論



日

本

詩

話

叢

書

一
二

嬲
臥　へ…WWW

●

一

…

4

詩

論

経
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詩

論

附

録

紫

芝

　

主

人

踴
……

余

嘗

謂

荊

軻
、
一
刺

客

也
、臨
ン別

而

歌
、其

辭
…

僅

爾

句
、項

胴
、
一
猛

將

也

臨
v死

而

歌
、其

辭

僅

四

句
、兼

此

二
,歌

者

風

清

調

高
、不
v爲

寄

語

險

辭
嚇而

千

載

之

下
、生

色

不
レ…變
、今

諷
昌詠

之
「亘
以

想

見̀

當

時

氣

象
ハ豈

不
v妙

哉
、試

使
"

後

之

詩

人

焦

心

思

索
、七

日

七

夜
門無
昌能

得
7

焉

、是

知

昌
至

言

不

v在

v多

、多

言

無

v實

、不

v可

v不

v

戒

也
、昔

者

莵

遘

信

喜

撰

善
昌和

歌
嚇其

歌

二

首
、
一
日

吾̀

廬

肉二

日

樹̀

問
「世

之

所
v傳
、唯

此

二

首
、而

他

無
v聞

也
、然

撰

歌

二

首
、可
二以

敵
二

詩

論

附

録

余
嘗
て
謂

ふ
荊
朝
は

一
刺

客

な

り
.別
に
臨
ん
で
歌

ふ
、其

の
辭
は
僅
に
兩
句
な
り
、項
羽
は

一
猛

將

な

り
、死
に
臨
ん

で
歌

ふ
、其
の
辭

は
僅
に
四
句
な
り
.夫
れ
此
の
二
歌

は

風

清
く
調
高
し
、奇
語
險
辭
を
爲
さ
す
し
て
.千
載
の
下

に
生

色
變
ぜ
す
、今
之
を
諷
詠
す

れ

ば
。以

て
當
時
の
氣
象
を
想

見
す
べ
し
、豈
に
妙
な
ら
す
や
、試
に
後
の
詩

人

を

し
て
焦

心
思
索
す
る
こ
と
七
日
七
夜
な
ら
し
む
る
も
、能
く
得
る
ε

無
し
、是
れ
至
言
は
多
き
に
在

ら

す
、多
言
は
實
な
き
を
知

る
、戒
め
ざ
る
可
か

ら
す
、昔
.菟
道
の
曾
喜
撰
、和
歌
を
善
く

す
、其
の
歌
は
二
首
な
り
、
一
を
吾
が
廬
と

日
ひ
、二
を
樹
の

聞
と
い
ふ
.世
の
傳
ふ
る
所
は
、唯
だ

此

の
二
首
の
み
、而
し

て
他
に
聞
く

こ

と

な
し
、然
れ
ど
も
撰
の
歌
の
二
首
は
、以

て
他
の
多
作
者
の
千
首
萬
首
に
敵
す

可
し
、則
ち
少
し
と
謂

ふ
可
か
ら
ざ

る
な
り
、他
人
は
徒
ら
に
多
作
し
て
千
首
萬
首

一
三
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.
概

本

詩

話

叢

書

他

多

作

者

之

千

首

萬

貢

則

不
7可
v謂
・少

也
、

他

人

徒

多

作
、至
酷於

千

首

萬

首
↓而

不
v及
昌撰

歌
叫則

所
〆謂

雖
v多
、亦

奚

以

爲

者

也
、杜

子

美

雖
レ稱

多̀

作
ハ然

若
二秋

興

詠

懐

雜

詩
∩重
レ篇

疊
"

章

者
、蓋

非
二

H

所
v爲
∵
也
、鱠

答

敍

別

遊

宴

賞

詠

歡

樂

悲

哀

之
詩
、
一
時

興

感

之
作
、罕
v有
雛

重

篇

疊

章

者
(蓋

詩

者

歌

辭

也

且

如
ご與
v人

離

別
嚇逾

者

當
二酌
∀
酒

而

歌
嚇迭

者

非
二

人
{其

詩

豈

箕
壷

篇

疊

竜
一哉
、若

人

皆

重

篇

疊

章
、

則

恐

歌

者

倦
、聽

者

厭
、是

失
…惜

v別

之

情
一也
、

故

凡

U
時

臨
v事

之

作
、徇
昌短

簡
扇也
、明

人

則

不
ゾ然
、苟

開
〆口

輙

重

篇

疊

章
、
要

在
v鬪

3
其

才
嚇去
昌温

柔

敦

厚

之

致
一遠

矣

、鄙

哉
、余

少

不
v

好
昌明

詩
↓老

而

滋

甚
、徂

來

先

生

選
昌明

詩
一而

　
　
　
　

　
　
　

　

」

四

に
至

る
も
撲
の
歌
に
及
ぼ
す
ん
ば
、則
ち
謂

は
⑰
る
多
し
と

雖
も
亦
た
奚
を
以
て
せ
ん
と

い
ふ
苦
,杜
子
美
は
多
作
と
稱

す
と
雖
、然
も
秋
興
詠
懷
雜
詩

の

若

き
,篇
を
重
ね
章
を
疊

む
者
は
蓋
し

一
B
の
爲
す
所
に

悲
ら
ざ
る

な

り
、購
答
、敍

別
、遊
宴
、賞
詠
、歡
樂
、悲
哀
の
詩
は
,
一
時
興
感
の
作
に
し
て

重
篇
疊
章
な

ろ
者
あ
る
こ
と
罕
な
り
、蓋
、詩
は
歌

辭

な
り
、

且
つ
人
と
離
別
す
う
が
如
き
、逾
る
者
は
當
に
酒
を
酌
み
て

歌

ふ
。へ
し
、途
る
者

一
人
に
非
ざ

れ

ば
,其
の
詩
、豈
に
宜
し

く
重
篇
疊
章
す
べ
け
ん

や
、若

し

重
篇
疊
章
せ
ば
.則
ち
恐

ら
く
は
歌

ふ
者
は
倦
み
、聽
く
者

は

厭
は

ん
,是
れ
別
を
惜

む
の
惰
を
失
す
ろ
な
り
、故

に

凡

そ

一
時
、事
に
臨
む
の
作

は
短
簡
を
爾
ぶ
な
り
、明
人
は
則
ち
然
ら
す
、筍

も

口

を
開

け
ば
、輒
ち
重
篇
疊
章
す
.要
は
其

の
才

を
黼
は
す
に
在
り
、

温
柔
敦
厚
の
致
を
去
る

こ
と
遠
し
、鄙
な

る
哉
.余
少
し
て

明
詩
を
好
ま
す
、
老
ひ
て
滋
、
甚
し
、
徂
來
先
生
,
明
詩
を
選

ん
で
名
く
る
に
唐
後
詩
を
以
て
す
、中
に
李
于
鱗
の
七
言
絶

句
三
百
首
を
載
す
、先
生
謂

へ
ら

く
、明
詩
は
于
鱗
を
以
て

至
と
爲
す

、予
鱗
の
七
言
絶
句
は
,
一
首
と
し
て
佳
な
ら
ざ

る
な
し
と
.故
に
之
を
載
す
る
こ
と
最

も
多

し
、
純
は
謂

へ

ら
く
于
鱗
の
爲
る
所
の
膚
詩
は
麿
に
非
す
,而
し
て
七
言
絶
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脅
名

以
「唐

後

詩
「中

載
鵡李

于

鱗

七

言

絶

句

　

　

三

百

首
「先

生

謂

明

詩

以
離干

鱗
圃爲
〆至
、于

鱗

　

　

七

言

絶

句

無
二

首

不
ワ佳
、故

載
v之

最

多
、純

　

　

謂

于

鱗

所
v爲

唐

詩

非
ン唐
、而

七

言

絶

句

爲
v

　

　

甚
、因

而

暇

取
二膚

後

詩
就

昌先

生

所
ワ選
、而

指
二

　

　

摘

于

鱗

七

言

絶

句

之

瑕

疵
n以

示
主
里
輩
豕
如
v

　

　

左
。

于

鱗

寄
二襲

勗

日
、自

雲

湖

上

自

雲

飛
、長

臼

山

中

去

不
v歸
、又

酬
認殿

卿
一日
、自

雲

湖

上

華

陽

山
、叉

和
`

答

殿

卿
一日
、自

雲

湖

上

北

風

寒
、叉

襲

生

緋

桃

栽

,
日
、自

雲

湖

上

酒

家

春
、
叉

促
昌殿

卿

之
レ宮

日
、臼

雲

湖

上

酒

家

春
、
叉
樓

上

日
、自

雲

湖

上

自

雲

還
。

　

于

鱗

言
濫自

雲

湖

上
一者

六
、皆

在
起

句
h内

不
レ撞
=

　

　
一
字
著

二
、雷

同

甚

矣
、自

雲

二

字
、于

鱗

所
好

　

　
　

　

詩

論

附

録

句
を
甚
だ
し
と
爲
す
.因
て
暇
に
唐

後
詩

を
取

り
、先
生
の

選
ぶ
所
に

就

い
て
、
干
鱗
が

七
言
絶
句
の
瑕
疵
を
指
摘
し

て
、以
て
童
蒙
に
示
す
こ
と
左
の
如
し
。

于
鱗
の
襲
勗
に
寄
す
る
に
曰
く
「白

雲

湖

上
に
白
雲
飛
び
、長
白

山
中
去
つ
て
歸
ら
す
」と
、夂
た
殿
卿
に
酬
ゆ
る
に

曰

く
「臼
雲
湖

上
の
華
陽
山
」と
、叉
た
殿
卿
に
和
答
す

る
に

日

く
「白
雲
湖
上
に

北
風
寒
し
」
と
、夂
た
壟
生
緋
桃
栽
に
曰
く
「自
雲
湖
上
酒
家
の
春

と
、夂
た
殿
卿
が
宮
に
之
く
を
促
が

す
に

曰

く
「白
雲
湖
上
酒
家

の
春
」と
、叉
た
樓
上
に
曰
く
「白
雲
湖
上
に
白
雲
還
る
一と
。

蕊j
濾麟
冖は
自
冖曇
烹
湖

上
・と
ヰ
.口
、識
者

海ハ

つ
、皆

宀価
㎞磁
句

ドし
在

爪り
、内

に

一
字

を

換

へ
ざ

る
者

二

つ
、雷

同

甚

だ

し
、自

雲

の
二

字

は

于
麟

が

好

ん

で
用

ふ

る
所

に
し

て
、集

中

の
諸

詩

に
往

々

　

　

　

　

　

　

　

　

一
五



●
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日

本

詩

話

叢

書

用
「集

中

諸

詩
、往

往

有
γ之
、殆
二乎

臭

腐
一長

自

山

中

去

不
v歸

者
、偸
㍍暦
・宋

延

清

語
ハ彼

云
、蓬

莢

闕

下

長

相

憶
、桐

柏

山

頭

去

不
ン蘇
、司

馬

承

禎

以
昌

道

士
一爲
毘
天

子

所
昌曾

禮
「在

朝

之

人
、皆

善

覦
v之
、

及
壷
ハ
辭

而

鯖
ツ山
、朝

士

迭
V之
、故

延

清

言
7承

頑

歸

後

朝

廷

之

士
、將

相

憶

不
v措
、而

道

士

則

浩

然

歸

去
、不
一復

囘

顧
h如
二無

情

者

然
岫故

日
、桐

柏

山

頭

去

不
v歸
、去

不
v歸

三

字
、承
昌長

相

憶

三

字
ハ

語

乃

有
レ味
、結

得

有
v力
、于

鱗

取
ソ之

以

爲
二承

句

h

則

去

不
v歸

三

字

無

v所
v當
、且

以

舌

人

結

句
一爲
昌

承

句
「朱
造

語

之

體
「譬

如
下斷
昌舊

偶

人

之

星

以

爲
中新

偶

人

之

手
納豈

成
γ體

哉
。

一
六

之
れ
有
り
、臭
腐
に
殆
し
、「長
白
山
中
去
て
歸
ら
す
」は
、唐
の

朱
延
清
が

語
を

偸
む
な
り
、
彼
は
云
ふ
「蓬
莱
闕
下
長
く
相

憶
ふ
も
、桐
柏
山
頭
去
て
歸

ら

す
」と
、司
馬
承
碵
は
道
士
を

坦
て

天
子
に
愈
禮

せ
ら

れ
、在

朝
の
人
皆
な
善
く
之
を
覗

る
、其
の
辭
し
て
山
に
歸
る
に
及
ん
で
、朝
士
之

を
迭

る
,故

に
延
清
は
承
碵
か
歸
後
に
朝
廷
の
士
,將
た
相
ひ
憶
ひ
て
措

か
ざ
ら
ん
、而
し
て
道
士
は
則
ち
浩
然
と
し
て
歸
り
去
り
て

復
た
囘
顧
せ
す
、無
情
の
者
の
如
く
然

る
を
言

ふ
、
故
に
曰

く
「
桐
柏
山
頭
去
で
歸
ら
す
」と
去
不
"歸
、の
三
字
は
長
相
憶

の
三
字
を
承
く
,語
乃
は
ち
味
あ
の
,結
び
得
て
力

あ

り
,于

鱗
は
之
を
取
て
以
て
承
句
と
爲

す
と
き
は
.則

ち

去
不
レ歸

の
三
字
、當

る
所
な
し
、
且
つ
古
人
の
結
句
を
以
て
承
句

と

爲
す
は
、造
語
の
體
を
失
す
、譬

へ
ば
舊
偶
人
の
足

を
斷

ち
.

以
て
新
偶
人
の
手
と
爲
す
が
如
し
、豈
に
體
を
成
さ
ん
や
。

迭
昌殿

卿
一日
、相

逢

誰

是

膜

中

人
、叉

遞
二子

輿
一日
、不
二
　

殿
卿
を
途
る
に
日
く
「相

ひ

逢
ふ
誰
か
是
れ
賑
中
の
入
」と
、叉
た

,
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是

眼

中

人

漸

少
刈

　

杜

子

美

詩

云
、眼

中

之

人

我

老

矣
、眼

中

獪
v言
`

　

座

上

目

前
嚇于

鱗

取

而

用
7之
、意

不
的

璽

軋送
昌劉

戸

部
一日
、君

自

扁

舟

似
昌李

膺
「叉

留
昌別

呉

舍

人
一日
、君

自

楚

入

諳
昌故

事
嚇叉

懐

子̀

相
一日
、君

自

李

生

稱
昌國

士
納叉

和
"藝
口
殿

卿
"日
、我

自

能

憐

華

不

注
、

叉

爲
嵩劉

伯

束

題
主

母

圖

日
、客

自

金

門

侍

從

才
、

又

寄
昌元

美
一日
、君

自

客

中

聽

不
レ得
、又

…送
コ殷

正

甫
一

日
、帝

宿

垂

裳

拱
主

京
唱叉

帆送
二右

史

之
v京

日
、身

自

楚

臣

誰

不
〆識
、叉

挽
昌耿

蠡

縣
一日
、知

君

自

是

紳

仙

令
、
叉
答
二贈

況

孟

學

日
、君

自

紳

仙

誰

不
v見
。

于

鱗

用
魯

字
二

法
、君

自

最

多
、造

語

雎
昌小

異
↓

　
而

句

法

大

同
、又

殆
季

臭

腐
蝿

迭
昌呉

郎

中
一日
、草

色

秋

迷

彭

蠡

澤
、不
v知

何

處

弔
轟

　
　
　
　

詩
論

附

録

子
輿
を
途
る
に
日
く
「是
れ
眼
中
の
人
漸
く
少
な
か
ら
す
」と
。

　
　
杜
子
美
が
詩
に
云
ふ
「眼

中

の
人
我
れ
老
ひ
た
り
」と
、眼
中

　
　
と
は
獪
ほ
座
上
目
前
と
言

ふ
が
ご
と
し
、于
鱗

は
取
て
之
を

　
　
哨
ゆ
、意
的
切
な
ら
す
、

劉
戸
部
を
途
る
に
曰
く
「君
は
自
か
ら
扁
舟
李
膺
に
似
た

り
」と
、

夊
た
呉
舍
人
に
留
別
す
る
に
曰
く
「君
は
自
か
ら
楚
人
故
事
を
諳

ん
す
」と
,叉
た
子
相
を
懷

ふ
に

曰

く
「君
は
自
か
ら
李
生
國
士
と

稱
…す
」と
,叉
た
殿
卿
に
和
答
す
る
に

曰

く
「我
は
自
か
ら
能
く
憐

む
華
不
注
」と
.叉
た
劉
伯
東
の
爲
め
に
王

母

の

圖
に
題
す
る
に

曰
く
「客
は
自
か
ら
金
門
侍
從
の
才
」と
、又

た

元
美
に
寄
す
る
に

曰
く
「君
は
自
か
ら
客
中
聽
き
得
す
」と
、叉

た
殷
正
甫
を
逸
る
に

曰
く
「帝
は
自
か
ら
垂
裳
玉
京
に
拱
す
」と
交

た
右
皮

の
京
に
之

く
を
迭
る
に
日
く
「身
は
自
か
ら
楚
臣
誰

か
識
ら
ざ

ら

ん
」と
,又

た
耿
蠡
縣
を
挽
す
る
に
曰
く
「知

る
君

は

自
か
ら
是
れ
祕
仙
の

令
」と
.叉
た
況
孟
學
に
答
贈
ず
る
に

曰

く
「君
は
自
か
ら
神
仙
誰

か
見
ざ
ら
ん
」と
。

　
　
于
鱗
、自
の
字
を
用
ふ
る
こ
と

一
法

な
り
、
君

自

は
最
も
多

　
　
し
、造
語
は
小
異
な
り

と
雖
も
、而

も
句
法
は
大
に
同
じ
、叉

　
　
た
臭
腐
に
殆
し
、

呉
郎
中
を
途
る

に

曰

く
「草
色
秋
は
迷

ふ
彭
蠡
澤
、知
ら
す
何
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
七
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B

木

詩

話

叢

陸

此

末

句

偸

季

太

臼

語
疲

云
、日

落

長

沙

秋

色

遠
、不
レ知

何

處

弔
濫湘

君
「湘

君

者
、舜

妃

也
、俗

論
、

舜

巡

狩

山朋
于

蒼

梧
n妃

慕
v之

自

投
晶於

溜

水
「後

入

祀

以

爲
」湘

靈
ハ又

號
湘

君
h叉

號
湘

妃
ハ郎

楚

辭

所
レ稱

湘

夫

人

也
、凡

古

人

之

死

可
v憫

者
、後

入

弔
し之
、如
'湘

妃

屈

原
輔是

也
、故

太

白

因
レ遊
二洞

庭

湖
「欲
レ弔
畠湘

君

也
、番

君

者

、呉

茜

也
、丙

者
、秦

楚

之

際

之

豪

傑
、歸
"漢

両

封
昌長

沙

王
ハ傳
"國

數

世
、當

時

諸

豪

傑
、唯

呉

茜

爲
v令
v終
、則

茜

之

死

何

弔

之

有
、于

鱗

偸

臨李

語
凸而

以
昌番

君
一換
二湘

君
h

雖
下於
7迭
二姓

呉

者

的

切
n然

事

實

不
v當
、釋

皎

然

詩

式

所
v謂

三

同

之

中
、渝
レ語

最

爲
二鈍

賊

輔者
、于

鱗

有
v焉
。

'

一
八

處
に
か
番
君
を
弔
は
ん
」と
。

　
　
此
の
末
旬
は
李
太
白
の
語

を

偸

む
、彼
れ
は
云
ふ
「日
は
落

　
　
ち
て
長
沙
秋
色
遠
し
、知

ら

す

何

の
麗
に
か
湘
君
を
弔
は

　
　
ん
扁と
、湘
君
と
は
舜
の
妃
な
り
、俗
諡
に
舜
は

巡

狩
し
て
蒼

　
　
梧

に
崩
す
、妃
之
を
慕
ひ
自
か
ら
湘

衣
に

没

ぜ
り
、後
人
祀

　
　
て
以
て
湘
靈
と
爲
し
、夂
た
湘

君

と

號
し
、夂
た
湘
妃
と
號

　
　
す
、帥
ち
楚
讎

に
稱
す

る
所

の
湘
夫
人
な
り
、凡
そ
古
入
の

　
　
死
の
憫

な
べ
き
者
は
,彼
人
之

を

弔

す
.湘
妃
思
原
の
如
き

　
　
は
是
な
り
、故
に

太
白

は
洞
庭
湖
に
遊
ぶ
に
因
り
て
湘
君

　
　
を
弔
は
ん
と
欲
す
る

な

り
、番
君
は
呉
茜
な

り
、冓
は
漿
楚

　
　
の
際
の
豪
傑
に
し
て
、漢
に
歸
し

て
長

沙

王
に
封
ぜ
ら
れ
、

　

國
を
傳
ふ
る
こ
と
數
世
な
り
、常
時
の
諸
豪
傑
は
唯
だ
呉
薄

　
　
終
り
を
令
く
す
と
爲
す
、則
ち
詩
の
死
は
何
の
弔
ら
ふ
こ
と

　
　
か
之
れ
有
ら
ん
.于
鱗

は
李
の
語
を
偸
ん
で
番
君
を
以
て
湘

　

君
に
換
ふ
、姓
の
呉
と
い
ふ
者
を
途
る
に
於
て
は
的
切
な
り

　
　
と
雖
も
、然
も
事
實
は
當
ら
す
、
釋
皎
然
の
詩
式

に
謂
は
ゆ

　

る
三
同
の
中
に
、語
を
偸
む
を
最
も
鈍
賊
と
爲
す
と
は
、于
鱗

　
　
こ
れ
有
り
。
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席

上

鼓

飮

歌

日
、風

色

蕭

蕭

易

水

塞
。

　

荊

軻

歌

云
、風

蕭

蕭

兮

易

水

寒
、蕭

蕭
、風

聲

也
、

　

于

鱗

用
荊

軻

語
芸

鵠、兮

宇

而

加
色

字
蕭

蕭
豊

　

風

色

哉
、于

鱗

此

句
、色

字

成
一痿

瘤
一矣
、古

詩
、臼

　

楊

多
悲

風
嶋蕭

蕭

愁
穀

人
「蕭

蕭

亦

風

聲

也
、戴

　

幼

公

詩
、蕭

蕭

楓

樹

林
、亦

然
。

途
昌子

相
一日
、江

上

春

光

好

贈
〆誰
、又

九

日

同
殿

卿
凶

登
昌南

山
一日
、羝

今

秋

色

好

誰

看
、叉

東

村

同
昌殿

卿
紬

迭
昌子

坤

赴
7選

日
、如

今

臼

璧

好

誰

酬
、又

遞

右̀

卑

日
、處

處

淹

留

好

爲
v誰
。

　

杜

子

美

詩

云

中

天

月

色

好

誰

看
、于

鱗

傚
弖子

　

美

用
菖好

誰

字
h云
昌春

光

好
、秋

色

多

則

似
、其

云
二

　

白

壁

好
、淹

留

好
↓則

不
v似
、比

之̀

杜

詩
h見
二其

不
ワ

如

也
。

詩

論

附

録

席
上
鼓
飮
の
歌
に
日
く
「風
色
蕭

々
と
し
て
易
水
寒
し
"と
.

　
　
荊
軻
が
歌

に
云
ふ
颪

蕭
々
と
し
て
易

水

寒
し
』と
、蕭
々
と

　
　
は
風
の
聲
む
り
、于
鱗
は
荊
軻
の
語

を
用

ひ
、兮
の
字
を
去

　
　
の
て
色
の
字
を
加
ふ
、蕭

々
は
豈
に
風
の
色
な

ら

ん

や
、于

　

鱗
の
此
の
句
、色
02
字
優
瘤
を
成
せ
り
」古
詩

に
「白
楊
悲
風

　
　
多
し
、蕭
々
と
し
て
人
を
愁

殺

す
」と
、蕭
々
も
亦
た
風
の
聲

　
　
な
り
、戴
幼
公
の
詩
に
「蕭
々
た
る
楓
樹
林
」
と
亦
た
然
り
。

子
相
を
途
る
に
曰
く
「江

上

の

春
光
好
け
れ
ど
も
誰
に
贈
ら
ん
一

と
、又
た
九
日
殿
卿
と
同
じ

く

南

山
に
登
る
に
曰
く
…祇
今
秋
色

好
け
れ
ど
も
誰
か
看
ん
.」叉
た
東
村
に
殿
卿
と
同
じ
く
子
坤
の
選

に
赴
く
を
迭
る
に
曰
く
「如

今

白
璧

好
け
れ
ど
も
誰
に
か
酬
ひ

ん
」と
、又
た
右
史
を
途
る

に
日

ぐ
「處

々
の
淹
留
好
け
れ
ど
も
誰

か
爲
に
せ
ん
」と
。

　
　
杜
子
美
の
詩
に
云
ふ
「中
天
の
月
色

好

け

れ

ど
も
誰
か
看

　
　
ん
」と
、于
鱗
は
子
美
の
好
誰
の
字
を
用
ゆ

る

に
傚
ひ
、春
光

　
　
好
、秋
色
好
と
云
ふ
は
則
ち
似
た
り
、其
の
白

璧

好
.淹
留
好

　
　
と
云
ふ
は
則
ち
似
す
、之
を
杜
詩
に
比
す
れ
=ば
、
其
の
如
か

　
　
ざ
る
を
見
る
な
り
。

一
九
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日

本
詩

話
叢

書

於
廊

城
一塗
昌明

卿
一日
、漢

家

邏

客

幾
凵人

還
、叉

寄
臭

明

卿
一日
、古

來

邏

客

幾

人

還
。

　

王

子

勿

詩
、古

來

征

戰

幾

人

囘
㍉于

鱗

傚
v之

造
v

　

語
、兩

寄
二明

卿
而

其

末

句

同

語

相

侵
、亦

可
γ笑

　

矣

.

寄
昌茂

秦
一日
、誰

惜

虞

卿

老

去

貧
、卆

原

食

客

一
時

新
、懐

中
目

壁

如

明̀
斉

荷

處
遶

投
昌按

劒

人
蝿

　

凡

絶

句

以
γ寫
惰

景
藤

、不
v徇
ゾ用
γ事
、于

鱗

此

詩
、

　
　
一
篇

四

句
、毎

句

用
v事
、繁

劇

甚

矣
、且

自

壁
、玉

　

也
、明

月
、珠

也

日
三臼

壁

如
二明

月
h造

語

誤

矣
.

秋

日

束

村

偶

題

日
、五

柳

青

青

醉

裏

春
、那

能

長

作
昌折

腰

人
情

知

縱

酒

非
昌生

事
h昨

日

罷
v官

今

日

貧
。

　

此

詩

杢

似
昌宋

人
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
0

郡
城
に
於
て
明
卿
を
途
る
に
曰
く
「漢
家

の
遷
客
幾
人

か
=還

る
旨

と
.
叉
た
呉
明
卿
に
寄
す
る
に

曰

く

「古
來
遷
客
幾
人
か
還

る
」

と
。
　
　
王
子
朋
の
詩
に
「古
來

征

戰
幾
入

か
囘
る
」と
、于
鱗
之
に
傚

　
　
ひ
て

語
を
造
り
、臨兩
た
び
明
卿
に
寄
せ
て
、蒲

し
て
其
の
末

　

句
同
語
相
侵
す
、亦
た
笑
ふ
べ
し
。

茂
秦
に
寄
る
に
曰
く
「誰
か
惜

む

虞
卿
老
ひ
去
て
貧
し
、夲
原
の

食
客

一
時
新
な
り
、懷
中
の
白
璧
は
明

月

の
如
し
、何
の
處
に
か
.

還
て
按
劒
の
人
に
投
ぜ
ん
」と
。

　
　
凡
そ
維
句
は
情
景
を
篤
す
を
以
て
勝

る
、事
を
用
ゆ
る
を
爾

　
　
ば
す
、于
鱗
の
此
詩
は

一
篇

四
句

に
し
て
、毎
句
に
事
を
用

　
　
ゆ
、繁
劇
甚
だ
し
、且
つ
白
璧
は
玉
な
り
、明
月
は
珠
な
り
、「白

　
　
璧
、明
月
の
如
し
」と
日
ふ
は
、造
語
誤
れ
り
。

秋
日
東
村
の
偶
題
に
曰
く
「五
柳

青

々
た
り
醉
裏
の
春
、那
ぞ
能

く
長
く
折
腰
人
と
作
ら
ん
、情
に
知
る
縱
酒
は
生
事

に

非

す
、昨

日
官
を
罷
む
れ
ば
今
日
貧
し
」と
。

此
の
詩
は
全
く
宋
人
に
似
た
り
。
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」
和
ゴ答

殿

卿
一日
、白

眼

風

塵

一
酒

巵
、吾

徒

獪

足
v傲
昌

當

暁

　
　
此

一
二

句
、非
昌唐

詩

之

調
頁

是

宋

詩

之

下

調
、

　
　
吾

徒

獪

足
v傲
一當

時
一只

是

卒

常

言

語
、非
一詩

語
一

　
　
也
、

寄
一懐

元

美

日
、誰

將
二匹

練

臭

門

負

哭

作
一一燕

山

五

月

霜
翼

聲

王

中

丞
白

、自

馬

只

今

成

過̀

隙
ハ千

秋

匹

練

曳
二呉

門
刈

　
　
峽

中

有
二五

味

國

鼎

者
ハ才

子

也
、謂
v予

日
、于

鱗

　
　
絶

句

非
唐

調
因

舉
二此

二

詩

三

四

向

而

日
、此

　
　
似

謎̀

語
h予

亦

不
v能
v詰
。

害
二元

美
"七

首
、輓

王̀

中

丞
一八

首
、汝

寧

徐

使

君

十

首
、寄
昌呉

明

卿
一十

首
、逾
昌殷

正

甫
一十

首
、遞
昌右

史

之
7

京

十

二

首
。

　
　
　
　
　
詩

論

附
録

殿
卿
に
和
答
す
る

に

曰
く
、「白
眼
風
塵

一
酒
屈
、吾
が
徒
獪
ほ
當

時
に
傲
る
に
足
る
」と
。

此
の

一
二
の
句
は
唐
詩
の
調
に
非
す
、只
だ
是
れ
宋
詩
の
下

調
な
り
、「吾
が
徒
獪
ほ
當
時
に
傲
る
に

足
る
」と
は
、只
だ
是

れ
李
常
の
言
語
に
し
て
、詩
の
語
に
非
ざ
る
な
り
。

元
美
に
害
懷
す
る
に
曰
く
「誰

か
匹

練
呉
門
の
色
を
得
て
,哭
し

て
燕
山
五
月
の
霜

と
作
す
」と
、叉

王

中
丞
を
輓
す
る
に
曰
く
「白

馬
只
今
過
隙
を
成
し
、千
秋
の
匹
練
呉
門
に
曳
く
」と
。

　
　
峽
中
に
五
味
國
鼎

と

い

ふ
者
あ
り
、才
子
な
り
、予
に
謂
て

　
　
曰
く
、于
鱗
が
繩
句
は
唐
調
に
非
す
と
、因

つ
て

此
の
二
詩

　
　
の
三
四
の
句
を
擧
け

て

曰

く
、此
れ
謎
語
に
似
た
り
と
、予

　
　
も
亦
た
詰
ろ
能
は
す
。

元
美
に
寄
す
る
七
首
、王

中

丞

を
輓
す

る
八
首
、汝
寧
の
徐
使
君

十
首
、呉
明
卿
に
寄
す
る
十
首
、殷

正

甫

を
途
る
十
首
、右
史
の
京

に
之
く
を
迭
る
十
二
首
.

縞
二
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日

本
詩

話

叢

書

　

此

皆

太

多
、其

詩

大

抵

多

用
二故

事
嚇餌

饉

成
v章
、

　

非
以

v寫
v情

勝

者
ハ徒

鬪
v才

而

已
、豈

絶

句

本

色

　

哉
、比
昌之

唐

詩
ハ見
昌其
實

不
Ψ知

也
。

戲

贈
南張

茂

才
白

、自

愛

花

枝

掌

上

紅
、蛾

眉

如
・月

綰

春̀

風
須

レ知
昌粉

黛

隨
v時

變
ハ多

恐

張

郎

畫

未
v工
、

叉

日
.張

郎

新

製

合

歡

衾
、醉

擁
昌紅

顏
一燭

影

深
、別

有
"洞

房

雙

玉

妾
嚇吹
ン簫

自

和

白

頭

吟
、又

戲

柬
昌張

茂

才
一日

羅

姑

春

酒

百

花

香
、潦

倒

張

郎

自

不
v妨
、

爲

問

君

家

三

婦

艷

、今

鯛

若
v箇

書

眉

長
。

　

張

敞

爲
ジ
婦

畫
v眉
、本

非
昌美

事
ハ今

于

鱗

因
昌茂

才

　

姓

張

數

用
昌是

事
一以

爲
レ戲
、然

猥

褻

已

甚
、詩

日
、

　

中

冓

之

言

不
γ可
v道

也
、趙

丈

子

日
、牀

第

之

言
、

　

不
v踰
v閾
、于

鱗

之

言

可
v謂
v踰
v閾

矣
。

津

徐

汝

墨

日
、天

涯

明

日

故

人

疎

、莫
下向
晶樽

前

一歎

甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二

　
　
此
れ
皆
な
太
だ
多
し
、苴
ハの
詩
は
大
抵
多
く
は
故
事
を
用
ひ

　
　
て
釘
饐
章
を
成
す
、情
を

寫

す

を
以

て
勝
る
者
に
非
す
、徒

　
　
ら
に
才
を
鬮
は
す
の
み
.豈

に

絶

句
の
本
色
な
ら
ん
や
、之

　
　
を
唐
詩
に
比
す
る
に
.其
の
實
に
如
か
ざ
る
を
見
る
な
り
,

戲
に
張
茂
才
に
贈
る
に
曰
く
「自

か
ら

愛

す
花
枝
掌
上
に
紅
な

り
、蛾
眉
月
の
如
く
春
風
に
綰
す
、須
く
粉

黛

時

に
隨
て
變
す
る

を
知
る
べ
し
、多
だ
恐
る
張
郎
叢
く

未

だ
工
な
ら
ざ
る
を
」と
、又

た
曰
く
「張
郎
新
に
製
す
合
歡
の
衾
、醉
で
紅
顏
を
擁

し

τ
燭
痴

深
し
、別
に
洞
房
雙
玉
の
妾
あ
り
、簫

を

吹

い
て
自
か
ら
和
す
白

頭
吟
」と
、叉

た

戲

に
張
茂
才
に
束
し
て
日
べ
「羅
姑
の

春

酒

百

花
香
し
く
、潦

倒
た
る
張
郎
自
か
ら
妨

け

す
、爲
に
問
ふ
君
家
三

婦
の
盤
、今
朝
箇
の
若
く
盡
眉
長
し
」と
。

　
　
張
敝
婦
の
爲
め
に
眉
を
畫
く
、本

と

美

事
に
非
す
、今
于
鱗

　
　
は
茂
才
の
姓
張
な
る
に
因
り
て
、數
ば
く

是
事
を
用
ひ
て

　
　
以
て
戲
と
爲
す
.然
れ
ど
も
猥
褻
已

甚

だ

し
、詩
に
曰
く
中

　

冓
の
言
は
道
ふ
可
か
ち
ざ
る
な
り
と
、趙
文
子

の

曰

く
、牀

　
　
第
の
言
は
閾
を
踰
え
す
と
、于
鱗
の
言
は
閾
を
踰
ゆ
と
謂
ふ

　
　
可
し
、

徐
汝
思
を
途
る
に
曰
く
「天
涯

明

日
故
人
疎
な
り
、樽
前
に
向

つ
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謫

居
切

　

此

一
二

句

以
二句

塾

言
レ之
、宜
v爲
昌三

四

句
司

迭
昌子

與
一日
、北

風

吹
v雪

雪

漫

漫
、雪

裏

題
v詩

涙

不
v

乾
。

　

岑

參

詩
、雪

裏

題
レ詩

涙

滿
v衣
、叉

云
、雙

袖

龍

鍾

　

涙

不
v乾
、言
二
一
身

龍

鐘
、雙

袖

涙

不
Ψ乾

也
、今

于

　

鱗

剽
一竊

岑

兩

負

合

爲
一一
一
負

但

云
一涙

不
7乾
、不
〆

　

言

何̀

物

不
v乾
、是

不

成

語

也
、岑

二

詩

兩

句
、各

　

自

成
〆義
、于

鱗

詩

一
句

乃

不
v成
v義

矣
。

得
巴徐

使

君

所

貽
昌王

敬

美

見
ツ贈

答

寄

日
、博

物

張

華

不
v易
v逢
、十

年

京

洛

少

從̀

容
↓當

時

未
v得

豐

城

劒
、已

識

雲

間

陸

士

龍
。

　

此

詩

徒

昶
故

事

耳
、非
絶

句

本

色
一也
、

前

題

叉

日
、弱

冠

丈

章

滿

帝̀

城
ハ偶

因
象

難
一負

苹

　
　
　
　
　
詩
論

附
録

て
謫
居
を
歎
す
る
莫
れ
」と
。

　
　
此
の

}
二
の
句
、句
法
を
以
て
之
を

言

へ
ば
、宜
し
く
三
四

　
　
の
句
と
爲
す
べ
し
。

子
與
を
途
る
に
曰
く
「北
風
雪
を
吹
き
て
雪
漫

々
た

り
、雪
裏
詩

を
題
し
て
涙
乾
か
す
」と
っ

　
　
岑
參
の
詩
に
「雪
裏
詩
を
題
し
て
涙
衣

に
満
つ
」と
,叉
た
云

　
　
ふ
「雙
袖
龍
鍾
と
し
て
涙

乾

か
す
」と
、
一
身
龍
鍾
と
し
て
雙

　
　
袖
の
涙
乾
か
ざ
る
を
言
ふ
な
り
.今
于
鱗

は
岑
の
兩
句
を
剽

　
　
竊
し
て
、合
し
て

一
句
と
爲
し
、但
だ

涙

乾
か
す
と
言
ふ
、何

　
　
物
か
乾
か
ざ
る
を
言
は
す
、是
れ
不
成

語

な

り
、岑
が
二
詩

　
　
の
兩
句
は
,各
自

か
ら
義
を

成

す
、于
鱗

の
詩
の

一
句
は
、乃

　
　
ち
義
を
成
さ
す
。

徐
使
君
の
所
よ
り
王
敬
美
が
贈
ら
る
ゝ
を
貽
る
を
得
て
答
寄
す

る
に
曰
く
「博
物
張
華
逢
ひ
易
か
ら
す
、+
年
京
洛
從
容

少

れ
な

り
.當
時
未
た
得
す
豐
城
の
劒
、已
に
識
る
霎
開
の
陸
士
龍
」と
。

　
　
　
此
の
詩
は
徒
に
故
事
を
記
す
る
の
み
、絶
句
の
本
色
に
非
ざ

　
　
　
る
な
り
。

前
題
に
叉
た
曰
く
「弱
冠
文
章
帝
城

に
滿

つ
、偶
ま
く

家
難
に
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
三
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生

4

日

本

詩

話

叢

書

　

第

二

句

不
v似
二詩

語
頁

是

常

語
..

早

夏

示

殿̀
=卿
一日
、長
「夏
一園

林
一黄

鳥

來
、百

花

春

酒

復

新

開
、主

人

把
7酒

聽
論
頁
鳥
h黄

鳥

一
聲
闘酒

一
杯
、

　

蔡

～蒙

齋

聯

珠

詩

格

所
v載

宋

人

之

詩
、多

似

此̀

　

體
ハ唐

詩

希

有
、末

句

聲

字

獨

罕
、亦

爲
聲

病
鱒

迭
呂潘

令

之
昌邯

鄲
一日
、春

滿

邯

鄲

十

萬

家
、若

爲

潘

令

鬪
昌繁

華
ハ講

看

如
ン玉

叢

臺

女
、豈

誕
昌河

陽

縣

裏

花
司

　

春

滿

邯

鄲

十

萬

家
、句

法

如
昌末

句
逡

一縣

令
一而

　

言
晶女

色
n非

諷̀

敏

之

正
一也
、雖
v用
潘

氏

故

事
↓然

　

不
γ可
v訓

巳
。

山

齋

牡

丹

日
、中
一有
柴

桑

令

尹

家
一

　

淵

明

柴

桑

人
、爲
昌彭

澤

令
一耳
、柴

桑

令

者
、何

謂

ご
四

て
李
生
に
負
く
]と
。

　
　
第
二
句
は
詩
の
語
に
似
す
、只
だ
是
れ
常
語
な
り
.

早
夏
殿
卿
に
示
す
に
曰
く
「長
夏
園
林
黄

鳥

來

り
.百
花
春
酒
復

た
新
に
開
く
、主
人
は
酒
を
把
て
黄
烏

を

聽

く
、黄
鳥

一
聲
酒

一

杯
」と
。

　
　
蔡
蒙
齋
の
聯
珠
詩
格
に
載
す
る
所
の
宋
人
の
詩
は
、多
く
此

　
　
の
體
に
似
た
り
、唐
詩
に
は
希

に

有

り
、末
句
の
聲
の
字
獨

　
　
李
な
り
、亦
た
聲
病
と
爲
す
。

潘
令
の
邯
鄲
に
之
く
を
逾

る

に

日

黛
「春
は
滿
.つ
邯
鄲
の
十
萬

　

いかみ
せん

家
、若
爲
潘
令
の
繁
華
を
觀
は
し
む
る

を
、請

ふ
看

よ
玉
の
如
き

叢
臺
の
女
、豈
に
河
陽
縣
裏
の
花
に
讓
ら
ん
と
」。

「春
は
滿

つ
邯
鄲
の
十
萬
家
」は
、句
法
、末
句
の
如
し
、縣
令
を

途
る
に
女
色
を

言

ふ
は
、諷
教
の
正

に
非
ざ
る
な
り
、潘
氏

の
故
事
を
用
ゆ
と
雖
も
、然

と

も
訓

と
す
可
か
ら
ざ
る
の

み
。

山
齋
の
牡
丹
に
曰
く
「中
に
柴
桑
令
尹
の
家

有
り
」と
。

　

淵
明
は
柴
桑
の
人

に
し

て
、彭
澤
の
令
と
爲

る
の
み
、柴
桑
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也
、令

尹
、楚

官

名
、柴

桑

令

尹
、未
〆聞

也
。

過
昌殿

卿

山

房
】詠
昌牡

丹
一日
、國

色

宮

妝

倚
ソ襤

新
、
一

樽

堪
三自

對
尹殘

春
∵即

令
ソ解
〆語

應
昌相

笑
隔何

必

看
v花

定
圭

人
輔

　

此

詩

意

義

難
v燒
、誦
v之

亦

無
v味
。

戲

問
脚殿

卿

止
"酒

駿
白

、昨

夜

春

風

吹
v酒

香
、牀

頭

甕

甕

菊

脂

黄
、當

櫨

笑

殺

如
v花

妾
、底

事

垂
涎

若
〆

箇

長
。

　

三

四

句

醜
甚

。

止
v酒

日
、五

柳

先

生

漉

酒

巾
、叉

謝
兪

仲

蔚

多

簟

亦

日
、五

柳

先

生

漉

酒

巾
。

　

岑

參

詩
、世

上

淨

名

好

是

閑
、古

詩

律

詩

皆

有
`

　

此

句
「唐

人

他

未
v早
向

語

重

出
h于

鱗

詩

同

語

重

出

者

多
。

　
　
　

詩

論

附
鏃

　
　
の
令
と
は
.何
の
謂
ひ
そ
や
、令
尹
は
楚
の
官
名

な

り

柴
桑

　
　
令
尹
と
は
、未
だ
聞
か
ざ
る
な
り
。

殿
卿
の
山
房
に
過
ぎ
り
て
牡
丹
を
詠
す

る
に
曰
く
「國
色
の
宮
粧

檻
に
倚
て
新
な
り
、
一
樽
自
か
ら
殘
春
に
封
す
る
に
堪

え
ん
や
、

即
し
語
を
解
せ
し
め
は
應
に
相
笑
ふ
べ
し
、何
ぞ
必
し
釈
花
を
看

る
に
主
人
を
定
め
ん
一と
。

　
　
此
の
詩
は
意
義
曉
り
難
し
、之
を
誦
す
る
も
亦
た
味
無
し
。

戲
に
殿
卿
の
酒
を
止
む
る
淞
を
問
ふ
に
曰
く
「昨
夜
春
風
酒
を
吹

き
て
香
ば
し
、牀
頭
甕
々
菊
脂

黄

な

り
、當
壥
笑
殺
す
花
の
如
き

の
妾
を
、底
事
ぞ
涎
を
靈
れ
て
箇
の
如
く
長
き
」と
。

　
　
三
四
の
句
醜
甚
だ
し
。

酒
を
止
む
る
に
曰
く
「五
柳
先
生
の
漉

酒
巾
」と
,夊
た
兪
仲
蔚
の

箪
を
寄
す
る
を
謝
す
る
に
も
亦
た
曰
く
「
五
柳

先

生
の
漉
酒
巾
」

と
。
　
　
岑
參
の
詩
に
「世
上
の
淨
名
好
し
是

れ
閑

な

り
」と
、古
詩
律

　
　
詩

に
皆
な
此
の
句

あ

り
、唐
人
、他
未
だ
同
語
の
重
出
す
る

　
　
を
見
す
、于
鱗
の
詩
に
同
語
重
出
す
る
者
多
し
。

ご
五
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日

本
詩

甑

叢

書

逾
昌右

吏

之
7京

日
、春

光

明

日

是

長

安
、楊

柳

青

青

傍
v酒

寒
、也

自

道
呂置

爲
レ客

好
嚇那

應
三獪

作
瀕故

園

看
哺

　

此

起

句

亦

如
束

負

三

四

句

不
レ可
v曉
。

重

寄
昌伯

承

日
、纔

読
昌長

門
一人

便

老
、黄

金

無
眞賦

買
昌

春

輿

　

陳

皇

后

以
昌百

金
一買
"相

如

賦
ハ黄

金

所
v買

者

賦

　

也
、非
v買
昌春

風
一也
、今

云

黄

金

無
戛賦

買
昌春

風
冒
疋

　

不
レ成
γ語

也
、安

有
嵩以
ン賦

買

春̀

風
一哉
。

答
昌右

吏
一日
、上

苑

繁

華

此

一
時
。

　

此

一
時

者
、孟

子

之

言

也
、于

鱗

取

而

入
"絶

句
h

　

恐

非
昌當

行
一也
。

早

春

寄
昌呉

使

君
一日
、從

他

白

髪

病

中

生
、濁

酒

寧

知

世

上

情
。

　

此

首

句

亦

如
昌末

負

蔡

希

寂

詩
蓬

γ君

貰
v酒

因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
六

右
史
の
京
に
之
く
を
迭
る
に
曰
く
「春
光

明

日

是
れ
長
安
、楊
柳

青
々
酒
に
傍
て
寒
し
、也
た
自
か
ら
君
が
客

と
爲
り
て
好
し
と
道

ふ
も
、那
ぞ
應
に
故
園
の
看
を
作
す
べ
き
」と
。

　
　
此
の
起
句
も
亦

た

末

句

の
如
し
、三
四
の
句
曉
る
べ
か
ら

　
　
す
。

重
ね
て
伯
承
に
寄
す
る
に
曰
く
【纔

に
長
門
を
読
け
ば
人
便
ち
老

ゆ
、黄
金
賦
の
春
風
を
買
ふ
無
し
」と
。

　

陳
皇
后
百
金
を
以
て
相
如
の
賦
を
買

ふ
、黄
金
の
買

ふ
所
の

　

者
は
賦
な
り
、春
風
を
買
ふ
に
非
ざ

る

な

り
、今
云
ふ
黄
金

　

賦
の
春
風
を
買
ふ
無
し
と
、是
れ
語
を
成
さ
ざ

る
な

り
、安

　

ん
ぞ
賦
を
以
て
春
風
を
買
ふ
こ
と
有
ら
ん
や
。

右
史
に
答
ふ
る
に
曰
く
「上
苑
の
繁
華
は
此
れ
も

一
時
」
と

　

此
も

一
時
は
孟
子
の
言
な
り
、于
鱗
取

て

絶

句
に
入
る
、恐

　

ら
く
は
當
行
に
非
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
もあら
ぽあ
れ

早
春
梟
使
君
に
寄
す
る
に
曰
く
「從

他
自
髮
病
中
に
生
す
る
を
、

濁
酒
寧
ぞ
知
ら
ん
世
上
の
情
」と
。

此
首
句
も
亦
た
末
句
の
如
し
、蔡
希
寂

の
詩

に
[君
に
蓬
ふ
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,
成
γ醉
、醉

後

焉

知

世

上

情
、于

鱗

取
昌蔡

結

句
一爲
昌

　

第

二

句
棊

結

句

承
勢

三

句
晴而

言
、乃

有

意

味
嚇

　

于
.鱗

上

無
v所
v承
、而

以
昌濁

酒
一換
昌醉

後
嚇乃

無
轟意

　

味
h且

用
v此

爲
第

二

句
h句

法

亦

非
昌其

所
7宜

也
、

簡
昌許

殿

卿

日
、玉

函

山

色

倚
嵯

峨
叩

　

嵯

峨

高

貌
、山

色

倚
嵯

峨
n不
v知

何̀

腴
庇

五

宇

　

亦

不
v成
v語

也
。

和
昌聶

儀

部

明

妃

曲
一日
、天

山

雪

後

北

風

寒
。

　

李

君

虞

詩
、天

山

雪

後

海

風

寒
、于

鱗

倫
レ之
、以
島

　

北

字
晒換
昌海

字
一而

用
ノ之
、亦

偸

語

鈍

賊

也
。

九

日

日
、黄

花

伯

髮

病

中

新
、壁

上

常

懸

漉

酒

巾
、

九

日

空

齋

似
轟寒

食
『更

無

嵐

雨

亦

愁
7人
。

　

于

鱗

塗

劉

戸

蔀

督
餉

湖

廣
一第

五

首
、錦

帆

南

　

入
楚

雲

重
h江

上

遙

看

衡

嶽

峰
、落

日

蒼

荘

秋

　
　
　
　
　
詩
論

附
録

　
　
て
酒
を
貰
ひ
因
て
醉

を
成

す
、醉
後
焉
ぞ
知
ら
ん
世
上
の

　
　
情
」と
、于
鱗
は
蔡
が
結
句
を

取

り

て
第
二
句
と
爲
す
、蔡
の

　
　
結
句
は
第
三
句
を
承
け

て
言

ふ
、乃
ち
意
味
あ
り
、于
鱗
は

　
　
上
に
承
く
る
所
な
く
、而
し
て
、濁
酒
を
以
て
醉

後

に
換
ふ
、

　
　
乃
ち
意
味
無
し
、且
つ
此
を
用
ひ
て

第
二
句

と
爲
す
、句
法

　
　
も
亦
た
其
の
宜
し
き
所
に
非
ざ
る
な
り
、

許
殿
卿
に
簡
す
る
に
曰
く
「玉
函
山
色
嵯
峨
に
倚
る
」と
。

　
　
嵯
峨
は
高
き
貌
な
り
、「山
色
嵯
峨
に

倚
る
」
と
は
何
の
牀
な

　
　
る
を
知
ら
す
.此
の
五
字
ム
亦
た
語

を
成
さ
ざ
る
な

り
。

聶
儀
部
か
明
妃
の
曲
を
和
す
る
に
曰
く
「天
色

雪

後
北
風
寒
し
』

し
」
。

　
　
李
君
虞
の
詩

に
「天
山
雪
後
海
風

寒

し
」と
,于
鱗
は
之
を
偸

　
　
み
.北
の
字
を
以
て
海
の
字

に

換

へ
て
之
れ
を
用
ゆ
、亦
た

　
　
偸
語
鈍
賊
な
り
。

九
日
に
曰
く
「黄
花
白
髮
病
中
に

新

な

り
、壁
上
常
に
懸
く
漉
酒

巾
、九
日
室
齋
寒
食
に
似
た
り
、更
に
風

雨

の
亦
た
人
を
愁

へ
し

む
る
無
し
」と
。

　
　
于
鱗
の
劉
戸
部
が
餉
を
湖
廣
に

督
す
る
を
途
る
第
五
首
に

　
　
「錦
帆
、南
、楚
雲
の
重
に
入
り
、江
上
遙
に
看
る
衡
嶽
峯
、落
日

ご
七
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日

本

詩

話

叢

書

不
v斷
、青

天

七

十

二

芙

蓉
、予

謂

于

鱗

絶

句
、唯

此

一
首
、全

不
v用
v事
、而

氣

象

飄

逸
、造

語

宏

麗
、

直

可
下與
昌太

自

右

丞

碩

頏
占矣
、次

則

九

日

之

作
、

得
二絶

句

之

體
藤

"他

諸

作
ハ唯

漉

酒

巾

用
二陶

家

事
h獪

可
v厭

耳
、凡

詩

家

用
昌故

事
一不
昂渾

融
「則

成
二

套

語
h套

語

則

人

皆

知
v之
、于

鱗

詩

用
嚢

語
一者

多
、所
串以

不
Ψ及
"唐

人
一也
、又

按
、于

鱗

有
下所
昌好

用

字
"日
昌風

塵
h日
昌白

曇
三
日

白̀

墨
景
日
証
息
氣
h日
二文

章
嚇

日
昌風

流
h日
昌五

馬
↓日
昌五

雲

一日
陥授

簡
↓日

裹̀

帷
h日
昌

倦

遊
↓日
昌君

自
剛日
舗好

誰
「日
昌呉

門

一日
阜梁

園

百

㎜承

明
嚇日
昌潅

陽
h日
訊吹

臺
嚇此
h等

于

鱗

用

爲
套

語
h時

人

以
呂于

鱗
多

用
昌風

塵

字
「呼

日
昌李

風

塵

云
、予

謂

于

鱗

用
嵐

塵

宇
一固

多
、用
昌白

雲

字
一亦

多
、呼

日
二李

自

雲

一亦
=可
、王

元

美

日
、三

首

而

外
(不
v耐
昌

ご
八

蒼
茫
と
し
て
秋
断
え
す
、青
天
七
十
二
の
芙

蓉
」と
、予
謂
ふ

于
鱗
の
繦
句
.唯

だ

此
の

一
首
は
、全
く
事
を
用
ひ
す
し
て
、

氣
象
飄
逸
、造
語
宏
麗
な
り
、直
に

太
白
右
丞

と
頡
頑
す
べ

し
.次
則
ち
九
日
の
作
も
、絶
句

の

體
を
得
.て
他
の
諸
作
に

勝
れ
り
、唯
だ
漉
酒
巾
は
陶
家
の
事

を
用

ゆ
、獪
ほ
厭

ふ
べ

き
の
み
、凡
そ
詩
家
の
故
事
を
用
ゆ
る
こ
と
渾
融
な
ら
ざ
れ

ば
則
ち
套
語
を
成
す
、套
語
は
則
ち
入
皆
な

之

を
知
る
、于

鱗
の
詩
は
套
語
を
用
ゆ

る
者

多

し
、唐
人
に
及
ば
ざ
る
所

以
な
り
.叉
九
按
す
る
に
于
鱗

の

好

ん
で
用
ゆ
る
處
の
字

あ
り
、風
塵
と
日
ひ
、白

雲

と

い

ひ
、白
雲
と
い
ひ
、意
氣
と

日
ひ
、文
章
と
日
ひ
、風
流
と
日
ひ
、五
馬
と
日
ひ
、五
雲
と
日

ひ
.授
簡
と
日
ひ
、裹
帷
と
日
ひ
、倦
遊
と
日
ぴ
.君
自
と
日
ひ
.

好
誰
と
日
ひ
、呉
門
と
日
ひ

梁

園

と
日
ひ
,承
明
と
日
ひ
、淮

陽
と
日
ひ
、吹
臺
と
日
ふ
、此
等
は
于
鱗
用

ひ

て
套
語
を
爲

す
、時
人
は
于
鱗
の
多
く
風
塵
の
字
を
用
ゆ
る

を

以

て
、呼

ん
で
李
風
塵
と
日
ふ
と
云

ふ
、予

は
謂

ふ
、于
鱗
は
風
塵
の

字
を
用
ゆ
る
こ
と
固
よ
り
多
し
、白
雲
の
字
を
用
ゆ
る
こ
と

も

亦
た
多
し
、呼
ん
で
李
白
雲
と
日
は

ん

も
亦
た
可
な
り
、

王
元
美
曰
く
三
首
而
外
は
雷
同
に

耐

へ
す

と
、虚
言
に
非

ざ
る
な
り
。



4脳

　

雷

同
門非
菖虚

言
一也
。

春

興

日
、自

瀉
昌金

波
囀滿
昌玉

盤
「使

君

況

醉

不
レ爲
v難
、

新

駄

}二

七

如
v花

女
ハ叉

向
昌春

風
一
一
笑

看
。

　

于

鱗

嗜
v酒

善

飮

、往

往

見

於

詩

中
翼

有

止̀
レ酒

　

之

詩
一者
、蓋

病
7酒

也
、觀

脚此

詩
h則

見
二其

好
ソ色
、嘔

血

而

死
、宜

矣

哉
、

　

右

略

舉
昌于

鱗

絶

句

之

亘

疵
翼

微

瑕

姑

不
v

　

問

也
、絶

句

如
v此
、律

詩

亦

可
v知

也
、律

詩

雖
v

　

不
v厭
v用
v事
、然

于

鱗

之

用
γ事
、乃

套

語

耳
、故

　

可
v厭

也
、于

鱗

之

詩

既

如
v此
、他

諸

子

之

詩
、

　

從

可
ソ知

也
、鳴

呼
、向

使
呂徂

來

先

生

不
v死

十

　

年
嶋必

見
話明

詩

之

可
v厭
、不
一復

好
7之
、純

非
下敢

　

違
先

師
一而

立
中異

説
唇

愚

偶

見
呂明

詩

之

大

　

異
昌於

唐

詩
一故

也
、不
v知
「世

之

好
v詩

者
、以

爲
v

　
　
　
詩

論

附

録

春
興
に
曰
く
「自
か
ら
金
波
を
瀉

し

て

玉
盤
に
滿
つ
、使
君
の
況

醉
難
し
と
爲
さ
す
、新
に
二
七
の
花
の
如

く

な

る
女
を
駄
し
て
、

叉
た
春
風
に
向

つ
て

一
笑
し
て
看
る
」と
。

　
　
于
鱗
は
酒
を
嗜
ん
で
善
く
飮
む
、往

々
に
し
て
詩
中
に
見
え

　
　
た
り
、其
の
酒
を
止
む
る
の
詩

あ

る
は
、蓋
酒
を
病
む
な
り
、

　
　
此
詩
を
見
℃
則
ち
其
の
色
を
好
む

を

見

る
、嘔
血
し
て
死

　
　
す
る
は
宜
な
る
か
な
。

　
　
　
右
は
略
ぽ
于
鱗

の
絶
句
の
亘
疵

を
舉
ぐ
.其
の
微
瑕
は
姑

　
　
　
く
問
は
ざ
る
な
り
、絶

句

に

し
て
此
の
如
し
,律
詩
も
亦

　
　
　
九
知
る
べ
き
な
り
、律
詩
は
事
を
用
ゆ
る
を
厭
は
す
と
雖

　
　
　
も
、然
れ
ど
も
于
鱗
の
事
を
用
ゆ
る
は

乃

ち

套
語
の
み
.

　
　
　
故
に
厭

ふ
べ
し
、于
鱗

の
詩

に
し

て
既
に
此
の
如
し
、他

　
　
　
の
諸
子
の
詩
は
從
て
知
る
べ
し
、鳴
呼
向
に
徂
夾
先
生
を

　
　
　
し
て
死
せ
ざ
る
と
+
年
な
ら
し
め
ば
、必
ら
す
明
詩
の
厭

　
　
　
ふ
べ
く
し
て
復

た
之
を
好
ま
ざ

る
を
見
ん
、純
は
敢
て
先

　
　
　
師
に
違
ひ
て
異
論
を
立
つ
る
に
非
す
、昏
愚
な

る
も
、偶

　
　
　
ま
く

明
詩
の
大
に
唐
詩
に
異
な
る
を
見
る
が
故
な
り
.

　
　
　
世
の
詩
を
好
む
者
は
以
て
然
り
と
爲
す
や
否
や
を
知
ら

ご
九



跚

　

ヨ

本
詩

話
叢

書

サ
ト

ヤ
チ

然

否

耳
。

ざ

る
の

み

、

三
〇

詩

論

附

録
終


